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[13約}体力を評価するための穫接法であるパフォーマン

ステストは，実験護での大掛かりな機器を必要とせずに，
地域や職域における多人数を対象とできる点で媛れた体力
関i錨法の一つである. しかし，地域や綾城において践られ

た人j誌でパフ汁ーマンステストを行うことは，相応、の準者11，

場所，溺定入箆等が必袈である.簡便で精度の潟い自己評

信liテストの開発ができれば，検者にとっては手間が省け，
参加者にとっては短時間で容易に体力を縫定できる点で有

用性が溺い.従来アンケートによる体力推定法は，選択肢
を加算するだけの古典的テスト務総が用いられている.項

鼠反応、程稔を用いると，項目，選択枝ごとの窓み付けがな
され，コンピュータ適応裂テストへの応用が可能である.

本研究でiま，滋自反応恕3訟を用いたアンケート式体力扱定

法の稽綴牲と妥当性の検経を行い，コンどュータ適応製適
テストのアルゴリズムを作成することを箆的とした.

i方法J-鮫健常である努女485名 (40--総裁)に対して
体力に関するアンケートを築施した.アンケートは，日常
生活における体力に関する63項自から成り立っている.ア
ンケートの妥当性を検波するために，アンケートに部答し

た中で，男女128名 (40......79綾)に対してI 6畿自のフィー
ルド体力テストを行った.アンケートの結果から顕子分析
(探索的関子分析)を行い 1 邸子殺の銃!見および，前~f面

対象の4滋子抽出を行った.2件法の項目は;2パラメータ・

ロジスティックモデルを用いてI 4rキ法以上の項自は多段

階モデルを飼いて議自特性!1b線を算出した.機別カと国難
度から1緊密情報関数を.~出した. [結果)63項目の質問は，

j策紫的滋子分析により活動的な体力，身体機能，欝怒カ，
柔軟性の4つの鶴子に分類された.第一臨子の説明主容は

20.6%であり，恭本的には，四日程3子構造とみなされた.ア
ンケート式体力推定法とフイ-)レド体力テストの体力得点
との簡に，男女でそれぞれt r =0.76 (p (0.001)、1・出
0.66 (p <0.001)の有窓な関連が認められた.アンケ}ト

による総整系と 10m障害物歩行の間に r= 0.65 (p 
<0.001) ，アンケートによる柔軟性と愛感体前腐の間に r

郡 0.57(p (0.001)の有意な関連が認められた.穏広い年
総務 (40-70裁代)において フィールド体力テストと潟

い相i越がみられ，さらにコンピュータ適応裂テストの開発

を可能とし自己評舗による体力推定法の有用性が示された.

i考察}今後，イメージしにくい質問項目をとた慈して，若
~中年務に対する体力テストの妥当性を検粧し，自己体力
野織に総え， 5主体怒気インピーダンス法による体組成測定
や身体活動誌のモニタ 1)ングによる運動プログラム縫供や

効染の検挺と合わせて，縦断的な迩動の~)J巣に対する自己
体力関2締法の宥効性を検討することが研究諜鑓である.

i結論}本研究の絡来は，演8反応理論によるアンケート
式体力iJllJ定法は， 40-79哉の総広い年齢層に対し，適応で
きることを示している.
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